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運用報告書（全体版） 
第２期（決算日 2018年１月25日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「りそなラップ型ファンド（安定型）/（安定成長型）/（成長型）」は、2018年１月25日に第２期の決算を
行いましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

りそなラップ型ファンド 
（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
愛称：R246（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 
愛称：R246（安定型） 

 

 
第２期（決算日 2018年１月25日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託
証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長
期的な安定性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（安定型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド ・シティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協

会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（安定型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

  

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2016年２月26日 10,000 － － － － － － 8,674 

１期(2017年１月25日) 10,185 0 1.9 14.2 0.9 72.4 11.6 20,784 
２期(2018年１月25日) 10,567 0 3.8 26.8 0.9 65.0 6.1 22,683 

 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2017年１月25日 10,185 － 14.2 0.9 72.4 11.6 

１月末 10,167 △0.2 14.2 0.6 72.5 11.4 
２月末 10,203 0.2 14.0 1.2 72.0 11.4 
３月末 10,178 △0.1 14.4 1.0 72.5 11.1 
４月末 10,210 0.2 12.8 1.1 77.1 8.0 
５月末 10,250 0.6 13.2 0.8 77.3 7.4 
６月末 10,294 1.1 8.5 0.9 81.8 7.6 
７月末 10,306 1.2 10.2 0.7 81.9 5.6 
８月末 10,360 1.7 10.4 0.6 81.8 5.5 
９月末 10,390 2.0 10.4 0.7 81.8 5.7 
10月末 10,424 2.3 10.8 0.6 81.3 5.5 
11月末 10,460 2.7 15.1 0.7 77.1 5.6 
12月末 10,520 3.3 20.2 1.2 71.4 6.0 
(期  末)       

2018年１月25日 10,567 3.8 26.8 0.9 65.0 6.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○運用経過 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末10,185円から当期末10,567

円となり、382円の値上がりとなりました。特に国内株式が基準価額の主な値上がり要因となりました。 

投資対象とする８資産の当期間の値動きは、国内債券、先進国債券、国内株式、先進国株式、新興国株式、

新興国債券、先進国リートが上昇した一方、国内リートが下落しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 

国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較してほぼ横ばいとなりました。北朝鮮情勢の緊迫化や仏大統領選挙に向けた

地政学リスクの高まりを背景に期の半ばにかけては国内長期金利は低下（債券価格は上昇）基調で推移しまし

た。期末にかけては、北朝鮮情勢の緊迫化により、国内長期金利は一時マイナス圏にまで低下する場面も見ら

れましたが、その後は世界的な株高や日銀の政策に対する不透明感の台頭から国内長期金利は前期末の水準

まで戻しました。 

 

先進国債券市況 

先進国金利は、前期末と比較して、米・独長期金利共に小幅上昇（債券価格は下落）となりました。期の前

半の各国金利は米トランプ政権の政策運営を見極めたいとの見方から一進一退で推移しました。期末にかけ

ては、スペインなどの地政学リスクが意識され、一時、米・独金利が低下する場面も見られましたが、米国で

は堅調な景気等を背景に利上げが継続されるとの思惑が生じた他、欧州では量的緩和縮小が開始されるとの

観測が台頭し、米欧ともに前期末よりも高い水準まで金利が上昇しました。 

 

新興国債券市況 

新興国金利は、前期末と比較して、多くの国で低下（債券価格は上昇）基調で推移しました。2016年末まで

に米トランプ政権の保護主義政策に対する警戒感を織り込んだ反動から、金利は期初より低下基調となりま

した。その後も仏大統領選を無難にこなしたことや、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による米国の利上げ

ペースが緩やかに進むとの観測が広がったこと等を背景に投資資金が流入し、新興国の金利は低位で推移し

ました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半はシリアや北朝鮮情勢の緊迫化、仏大統領選挙

に向けた地政学リスクの高まりを受けて下落する局面も見られましたが、仏大統領選挙でマクロン氏が勝利

し欧州の政治リスクが後退したことや好調な国内企業業績を背景に上昇に転じました。期の後半は、再度、北

朝鮮情勢の緊迫化で伸び悩む場面もありましたが、衆議院選挙での与党の勝利で政権運営と景気刺激継続へ

の安心感が広がった他、世界的な株価上昇基調を好感し、国内株式市場は上昇幅を拡大しました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は米トランプ政権の経済政策に対する期待や

仏大統領選挙でマクロン氏が勝利し欧州の政治リスクが後退したことなどを受けて上昇しました。期の後半

は、好調な企業業績や底堅い米国経済指標が続くなか、欧米中銀の金融引き締めに対する慎重な姿勢を好感し

たほか、米トランプ政権による減税政策への期待などを背景に先進国株式は上昇しました。 

  

投資環境 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。2016年末までに米トランプ政権の保護主義政策に対す

る警戒感を織り込んだ反動から、期初より上昇して始まり、その後も中国経済指標が良好であったことや仏大

統領選を無難にこなしたことを受けて、中国をはじめ主な新興国株式市場は上昇基調を継続しました。期の後

半は、ＦＲＢによる利上げが緩やかに進むとの観測が広がったことや、好調な中国企業業績や原油価格の上昇

による資源国株式の上昇を背景に、新興国株式市場は上昇しました。 

 

国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して下落しました。期の前半は国内長期金利の上昇懸念から軟調に始まり

ました。その後も投資信託からの資金流出に伴う解約売りなどで需給の悪化が継続し、国内長期金利の上昇が

一服した後も下落基調となりました。期末にかけては、一部のリートで自己投資口取得の動きがみられたこと

や分配利回りから判断した割安感の買いから過度な需給不安が後退したことで持ち直し、国内リート市場は

下げ幅を縮小しました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は世界的な手掛かり材料難から、米国の

リート市場を中心に方向感のない動きとなりました。期の後半は米国では利上げが継続されるとの思惑から

金利が上昇し、米国リート市場の上値が重く推移した一方で、堅調な景気を背景に先進国リートに分類される

香港やシンガポールなどのアジアリート市場が牽引し、先進国リート市場は上昇しました。 

 

為替市況 

為替相場は、前期末と比較して円が米ドルに対して小幅に上昇、ユーロに対して下落しました。米ドルに対

しては、トランプ政権による税制改革への期待感などを背景に米ドル高になる場面もありましたが、北朝鮮な

どの地政学リスクを背景に、期初よりも円高のレンジで推移しました。 

ユーロに対しては、期の前半こそ、仏大統領選挙を控えて円高に振れる場面が見られましたが、６月にＥＣＢ

（欧州中央銀行）総裁の金融緩和縮小を示唆する発言をきっかけに欧州金利が上昇に転じてからは、円安基調

が継続しました。 

 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式・上場投資信託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含

む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性を重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、りそな銀行の投資助言に基づき、以下のプロセスで資産配分比率を

決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスクを低減することを目的として、定量モ

デルに基づき決定しています。2017年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再

実施を行い、中長期的な目標リターンに応じた基本的資産配分の変更を実施しております。次回の見直しは

2018年３月頃を予定しています。 

当ファンドのポートフォリオ 
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市場環境への対応について、前期末時点の資産配分は国内株式と国内リートの魅力度引上げとしていまし

た。期中では、以下７回の資産配分の見直しを実施しました。 

１）2017年４月に、米景気の勢い鈍化を受け国内株式の魅力度を中立、２）同月、国内リート市場の需給悪

化を受け国内リートの魅力度を中立、３）６月に米欧の金融政策正常化への進展観測の高まりを受け、リスク

抑制を目的に国内債券の魅力度引上げ、国内株式と国内リートの魅力度引下げ、４）11月に日銀のＥＴＦ（上

場投資信託証券）買入れ枠消化、出遅れた投資家の買いを想定し、国内株式の魅力度を中立、それに応じて国

内債券の魅力度を中立、５）同月、日本株急騰後の循環物色により、需給改善が見込まれる国内リートの魅力

度を中立、６）12月に米国で成長促進的な税制改正法案が議会通過したことを受け先進国株式の魅力度引上

げ、それに応じて先進国債券の魅力度引下げ、７）2018年１月に国内企業業績の改善継続に加え、株価上昇の

勢いが強いと判断し国内株式の魅力度引上げ、それに応じて国内債券の魅力度引下げ。 

当期末時点の資産配分は、国内株式と先進国株式の魅力度引上げ、国内債券と先進国債券の魅力度引下げと

しています。 

魅力度を変更する資産の配分比率は、下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを

考慮して決定します。 

 

 
 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、シティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 
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ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。なお、為替

ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を実質的な主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ファンドの資産規模やＭＳＣＩエマージン

グ・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）との連動性を勘案し、設定時よりＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用した運用を行ってまいりましたが、ファンドの資産規模拡大に伴い2017年７月より、ベンチマーク構成

銘柄への直接投資を開始し、ファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね一致さ

せたポートフォリオを構築しました。実質的な株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。なお、為替

ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2017年１月26日～ 
2018年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 567  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、信託財産の中長期的な安定性を重視した成長を目指して運用を行います。各マザーファンド

受益証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（３ヵ月円ＬＩＢＯＲ）

＋２％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全体の下方リ

スク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用期間中も変

更します。 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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各マザーファンド受益証券への投資比率は、りそな銀行の投資助言に基づき、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2018年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 
引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ

総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 
引き続き、主としてシティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債

券に投資し、シティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して
運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド
（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）
を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 
引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資
成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す
る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算
ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り
予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 67  0.648  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (31)  (0.302)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (31)  (0.302)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.043)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.019   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.011)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 1)  (0.007)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.002)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.006   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.004)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.002)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.037   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 3)  (0.026)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.011)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、ファンドの運営管理にかかる費用等 

 合 計 74   0.710    

期中の平均基準価額は、10,313円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   



品 名：01_90150_120001_120002_120003_002_03_りそなラップ型ファンド（安定型）（安定成長型）（成長型）【3 冊合冊】_707699.docx 

日 時：2018/3/5 18:49:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

りそなラップ型ファンド（安定型） 

○売買及び取引の状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＡＭ国内株式マザーファンド 2,165,317 2,593,000 2,120,236 2,168,000 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 309,785 330,000 983,246 1,050,000 
ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 1,826,204 2,117,000 348,361 385,000 
ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 94,312 115,000 146,723 181,000 
ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 135,677 137,000 102,704 104,000 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 4,228,861 4,366,000 4,750,029 4,901,000 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 2,047,849 1,913,000 1,912,743 1,881,000 
ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 91,333 102,000 97,376 106,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＡＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ新興国株式 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 15,519,279千円 8,587,987千円 2,520,927千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,575,329千円 5,338,588千円 2,457,535千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.80   1.60   1.02   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 

＜ＲＡＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 36 － 44 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2018年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 2,751,187 2,796,268 3,522,459 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 1,086,375 412,915 455,858 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 382,709 1,860,553 2,332,947 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 357,654 305,243 461,680 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 405,200 438,172 447,154 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 13,331,823 12,810,654 13,230,844 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 1,512,387 1,647,493 1,623,934 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 385,409 379,366 449,473 
 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○投資信託財産の構成 (2018年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 3,522,459 15.5 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 455,858 2.0 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 2,332,947 10.2 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 461,680 2.0 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 447,154 2.0 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 13,230,844 58.1 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 1,623,934 7.1 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 449,473 2.0 

コール・ローン等、その他 244,928 1.1 

投資信託財産総額 22,769,277 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＡＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（11,636,119千円）の投資信託財産総額（12,168,615千円）

に対する比率は95.6％です。 

（注） ＲＡＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,140,944千円）の投資信託財産総額（3,145,282千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＡＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（7,016,772千円）の投資信託財産総額（7,095,562千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（17,971,728千円）の投資信託財産総額（18,120,478千円）

に対する比率は99.2％です。 

（注） ＲＡＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（1,674,746千円）の投資信託財産総額（1,684,210千円）に

対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=109.50円、1カナダドル=88.72

円、1メキシコペソ=5.91円、1ブラジルレアル=34.84円、1チリペソ=0.1815円、1コロンビアペソ=0.0389円、1ユーロ=135.76円、1英ポ

ンド=155.81円、1スイスフラン=115.75円、1スウェーデンクローナ=13.81円、1ノルウェークローネ=14.12円、1デンマーククロー

ネ=18.23円、1トルコリラ=29.22円、1チェココルナ=5.35円、1ハンガリーフォリント=0.4386円、1ポーランドズロチ=32.67円、1オース

トラリアドル=88.30円、1ニュージーランドドル=80.50円、1香港ドル=14.01円、1シンガポールドル=83.70円、1マレーシアリンギッ

ト=28.06円、1タイバーツ=3.47円、1フィリピンペソ=2.15円、1インドネシアルピア=0.0083円、1韓国ウォン=0.1031円、1新台湾ドル=3.75

円、1インドルピー=1.74円、1イスラエルシュケル=32.07円、1南アフリカランド=9.22円、1アラブディルハム=29.86円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 22,769,277,156   

 コール・ローン等 244,924,325   

 ＲＡＭ国内株式マザーファンド(評価額) 3,522,459,510   

 ＲＡＭ国内リートマザーファンド(評価額) 455,858,268   

 ＲＡＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 2,332,947,407   

 ＲＡＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 461,680,644   

 ＲＡＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 447,154,941   

 ＲＡＭ国内債券マザーファンド(評価額) 13,230,844,346   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 1,623,934,295   

 ＲＡＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 449,473,420   

(B) 負債 85,597,204   

 未払解約金 13,066,444   

 未払信託報酬 71,341,171   

 未払利息 664   

 その他未払費用 1,188,925   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 22,683,679,952   

 元本 21,466,244,195   

 次期繰越損益金 1,217,435,757   

(D) 受益権総口数 21,466,244,195口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,567円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は20,408,153,203円、期中追加設定元

本額は6,097,994,810円、期中一部解約元本額は5,039,903,818

円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.0567円です。 
 

○損益の状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      165,846   

 支払利息 △      165,846   

(B) 有価証券売買損益 872,961,513   

 売買益 992,497,858   

 売買損 △  119,536,345   

(C) 信託報酬等 △  138,725,011   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 734,070,656   

(E) 前期繰越損益金 157,705,807   

(F) 追加信託差損益金 325,659,294   

 (配当等相当額) (     75,609,464)  

 (売買損益相当額) (    250,049,830)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,217,435,757   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,217,435,757   

 追加信託差損益金 325,659,294   

 (配当等相当額) (     82,056,079)  

 (売買損益相当額) (    243,603,215)  

 分配準備積立金 891,776,463   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（235,519,759

円）、費用控除後の有価証券等損益額（498,550,897円）、信託約

款に規定する収益調整金（325,659,294円）および分配準備積立

金（157,705,807円）より分配対象収益は1,217,435,757円（１

万口当たり567円）ですが、当期に分配した金額はありません。
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○お知らせ 

・デリバティブ取引にかかる利用目的をより明確にするため、約款に所要の変更を行いました。（2017年10月

26日） 

・当ファンドが投資対象とする以下のマザーファンドは、デリバティブ取引にかかる利用目的をより明確に

するため、約款に所要の変更を行いました。（2017年９月22日） 

・ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

・ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

・ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

・ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

・ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

・ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

・ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

・ＲＡＭ先進国リ－トマザーファンド 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 
愛称：R246（安定成長型） 

 

 
第２期（決算日 2018年１月25日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託証券
ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定
性と成長性のバランスを重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド ・シティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協

会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

  

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2016年２月26日 10,000 － － － － － － 4,714 

１期(2017年１月25日) 10,254 0 2.5 16.5 1.1 57.8 23.5 11,533 
２期(2018年１月25日) 11,092 0 8.2 31.4 1.6 52.4 13.4 13,222 

 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2017年１月25日 10,254 － 16.5 1.1 57.8 23.5 

１月末 10,229 △0.2 16.5 0.9 57.8 23.4 
２月末 10,225 △0.3 16.6 1.7 58.0 23.0 
３月末 10,210 △0.4 15.6 1.9 58.0 24.1 
４月末 10,219 △0.3 11.9 2.1 62.6 22.6 
５月末 10,370 1.1 12.1 1.7 62.6 22.5 
６月末 10,502 2.4 9.0 1.9 69.2 18.8 
７月末 10,551 2.9 18.2 1.7 68.3 10.2 
８月末 10,656 3.9 18.9 1.2 68.6 9.1 
９月末 10,761 4.9 18.8 1.6 68.6 9.7 
10月末 10,834 5.7 18.7 1.5 68.7 9.2 
11月末 10,876 6.1 21.8 1.2 62.7 12.3 
12月末 11,005 7.3 26.1 2.1 56.9 13.6 
(期  末)       

2018年１月25日 11,092 8.2 31.4 1.6 52.4 13.4 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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○運用経過 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末10,254円から当期末11,092

円となり、838円の値上がりとなりました。特に先進国債券と新興国株式、国内株式が基準価額の主な値上が

り要因となりました。 

投資対象とする８資産の当期間の値動きは、国内債券、先進国債券、国内株式、先進国株式、新興国株式、

新興国債券、先進国リートが上昇した一方、国内リートが下落しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較してほぼ横ばいとなりました。北朝鮮情勢の緊迫化や仏大統領選挙に向けた

地政学リスクの高まりを背景に期の半ばにかけては国内長期金利は低下（債券価格は上昇）基調で推移しまし

た。期末にかけては、北朝鮮情勢の緊迫化により、国内長期金利は一時マイナス圏にまで低下する場面も見ら

れましたが、その後は世界的な株高や日銀の政策に対する不透明感の台頭から国内長期金利は前期末の水準

まで戻しました。 

 

先進国債券市況 

先進国金利は、前期末と比較して、米・独長期金利共に小幅上昇（債券価格は下落）となりました。期の前

半の各国金利は米トランプ政権の政策運営を見極めたいとの見方から一進一退で推移しました。期末にかけ

ては、スペインなどの地政学リスクが意識され、一時、米・独金利が低下する場面も見られましたが、米国で

は堅調な景気等を背景に利上げが継続されるとの思惑が生じた他、欧州では量的緩和縮小が開始されるとの

観測が台頭し、米欧ともに前期末よりも高い水準まで金利が上昇しました。 

 

新興国債券市況 

新興国金利は、前期末と比較して、多くの国で低下（債券価格は上昇）基調で推移しました。2016年末まで

に米トランプ政権の保護主義政策に対する警戒感を織り込んだ反動から、金利は期初より低下基調となりま

した。その後も仏大統領選を無難にこなしたことや、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による米国の利上げ

ペースが緩やかに進むとの観測が広がったこと等を背景に投資資金が流入し、新興国の金利は低位で推移し

ました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半はシリアや北朝鮮情勢の緊迫化、仏大統領選挙

に向けた地政学リスクの高まりを受けて下落する局面も見られましたが、仏大統領選挙でマクロン氏が勝利

し欧州の政治リスクが後退したことや好調な国内企業業績を背景に上昇に転じました。期の後半は、再度、北

朝鮮情勢の緊迫化で伸び悩む場面もありましたが、衆議院選挙での与党の勝利で政権運営と景気刺激継続へ

の安心感が広がった他、世界的な株価上昇基調を好感し、国内株式市場は上昇幅を拡大しました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は米トランプ政権の経済政策に対する期待や

仏大統領選挙でマクロン氏が勝利し欧州の政治リスクが後退したことなどを受けて上昇しました。期の後半

は、好調な企業業績や底堅い米国経済指標が続くなか、欧米中銀の金融引き締めに対する慎重な姿勢を好感し

たほか、米トランプ政権による減税政策への期待などを背景に先進国株式は上昇しました。 

  

投資環境 
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新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。2016年末までに米トランプ政権の保護主義政策に対す

る警戒感を織り込んだ反動から、期初より上昇して始まり、その後も中国経済指標が良好であったことや仏大

統領選を無難にこなしたことを受けて、中国をはじめ主な新興国株式市場は上昇基調を継続しました。期の後

半は、ＦＲＢによる利上げが緩やかに進むとの観測が広がったことや、好調な中国企業業績や原油価格の上昇

による資源国株式の上昇を背景に、新興国株式市場は上昇しました。 

 

国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して下落しました。期の前半は国内長期金利の上昇懸念から軟調に始まり

ました。その後も投資信託からの資金流出に伴う解約売りなどで需給の悪化が継続し、国内長期金利の上昇が

一服した後も下落基調となりました。期末にかけては、一部のリートで自己投資口取得の動きがみられたこと

や分配利回りから判断した割安感の買いから過度な需給不安が後退したことで持ち直し、国内リート市場は

下げ幅を縮小しました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は世界的な手掛かり材料難から、米国の

リート市場を中心に方向感のない動きとなりました。期の後半は米国では利上げが継続されるとの思惑から

金利が上昇し、米国リート市場の上値が重く推移した一方で、堅調な景気を背景に先進国リートに分類される

香港やシンガポールなどのアジアリート市場が牽引し、先進国リート市場は上昇しました。 

 

為替市況 

為替相場は、前期末と比較して円が米ドルに対して小幅に上昇、ユーロに対して下落しました。米ドルに対

しては、トランプ政権による税制改革への期待感などを背景に米ドル高になる場面もありましたが、北朝鮮な

どの地政学リスクを背景に、期初よりも円高のレンジで推移しました。 

ユーロに対しては、期の前半こそ、仏大統領選挙を控えて円高に振れる場面が見られましたが、６月にＥＣＢ

（欧州中央銀行）総裁の金融緩和縮小を示唆する発言をきっかけに欧州金利が上昇に転じてからは、円安基調

が継続しました。 

 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式・上場投資信託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含

む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、りそな銀行の投資助言に基づき、以下のプロセスで資産配分比率を

決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスクを低減することを目的として、定量モ

デルに基づき決定しています。2017年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再

実施を行い、中長期的な目標リターンに応じた基本的資産配分の変更を実施しております。次回の見直しは

2018年３月頃を予定しています。 

当ファンドのポートフォリオ 
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市場環境への対応について、前期末時点の資産配分は国内株式と国内リートの魅力度引上げとしていまし

た。期中では、以下７回の資産配分の見直しを実施しました。 

１）2017年４月に、米景気の勢い鈍化を受け国内株式の魅力度を中立、２）同月、国内リート市場の需給悪

化を受け国内リートの魅力度を中立、３）６月に米欧の金融政策正常化への進展観測の高まりを受け、リスク

抑制を目的に国内債券の魅力度引上げ、国内株式と国内リートの魅力度引下げ、４）11月に日銀のＥＴＦ（上

場投資信託証券）買入れ枠消化、出遅れた投資家の買いを想定し、国内株式の魅力度を中立、それに応じて国

内債券の魅力度を中立、５）同月、日本株急騰後の循環物色により、需給改善が見込まれる国内リートの魅力

度を中立、６）12月に米国で成長促進的な税制改正法案が議会通過したことを受け先進国株式の魅力度引上

げ、それに応じて先進国債券の魅力度引下げ、７）2018年１月に国内企業業績の改善継続に加え、株価上昇の

勢いが強いと判断し国内株式の魅力度引上げ、それに応じて国内債券の魅力度引下げ。 

当期末時点の資産配分は、国内株式と先進国株式の魅力度引上げ、国内債券と先進国債券の魅力度引下げと

しています。 

魅力度を変更する資産の配分比率は、下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを

考慮して決定します。 

 

 
 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、シティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 
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ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。なお、為替

ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を実質的な主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ファンドの資産規模やＭＳＣＩエマージン

グ・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）との連動性を勘案し、設定時よりＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用した運用を行ってまいりましたが、ファンドの資産規模拡大に伴い2017年７月より、ベンチマーク構成

銘柄への直接投資を開始し、ファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね一致さ

せたポートフォリオを構築しました。実質的な株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。なお、為替

ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

  



品 名：02_90150_120001_120002_120003_002_03_りそなラップ型ファンド（安定型）（安定成長型）（成長型）【3 冊合冊】_707699.docx 

日 時：2018/3/5 18:47:00 

ページ：22 

 

－ 22 － 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2017年１月26日～ 
2018年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,092  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した成長を目指して運用を行いま

す。各マザーファンド受益証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利

（３ヵ月円ＬＩＢＯＲ）＋４％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当

ファンド全体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に

応じて運用期間中も変更します。 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、りそな銀行の投資助言に基づき、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2018年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 
引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ

総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 
引き続き、主としてシティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債

券に投資し、シティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して
運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド
（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）
を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 
引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資
成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す
る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算
ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り
予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 114  1.080  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 55)  (0.518)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 55)  (0.518)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.043)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.036   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.019)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.014)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.002)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.010   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.008)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.002)   

（d） そ の 他 費 用 8   0.077   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  7)  (0.066)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.011)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  その他は、ファンドの運営管理にかかる費用等 

 合 計 127   1.203    

期中の平均基準価額は、10,536円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○売買及び取引の状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＡＭ国内株式マザーファンド 1,155,254 1,377,000 1,327,190 1,367,000 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 896,991 937,000 1,129,301 1,192,000 
ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 616,592 743,000 114,532 132,000 
ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 567,873 692,000 311,775 408,800 
ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 176,748 183,000 151,686 156,000 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 1,161,510 1,200,000 2,040,499 2,106,000 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 2,574,161 2,453,000 1,689,317 1,647,000 
ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 138,095 157,000 139,222 156,100 

 
 
 

○株式売買比率 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＡＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ新興国株式 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 15,519,279千円 8,587,987千円 2,520,927千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,575,329千円 5,338,588千円 2,457,535千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.80   1.60   1.02   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＡＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 36 － 44 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2018年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 1,811,981 1,640,045 2,065,965 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 1,382,399 1,150,089 1,269,698 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 200,826 702,886 881,349 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 666,260 922,358 1,395,066 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 229,001 254,063 259,271 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 1,121,931 242,942 250,911 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 5,961,433 6,846,276 6,748,375 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 222,366 221,239 262,125 
 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2018年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 2,065,965 15.5 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 1,269,698 9.5 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 881,349 6.6 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 1,395,066 10.5 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 259,271 1.9 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 250,911 1.9 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 6,748,375 50.7 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 262,125 2.0 

コール・ローン等、その他 175,819 1.4 

投資信託財産総額 13,308,579 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＡＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（11,636,119千円）の投資信託財産総額（12,168,615千円）

に対する比率は95.6％です。 

（注） ＲＡＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,140,944千円）の投資信託財産総額（3,145,282千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＡＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（7,016,772千円）の投資信託財産総額（7,095,562千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（17,971,728千円）の投資信託財産総額（18,120,478千円）

に対する比率は99.2％です。 

（注） ＲＡＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（1,674,746千円）の投資信託財産総額（1,684,210千円）に

対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=109.50円、1カナダドル=88.72

円、1メキシコペソ=5.91円、1ブラジルレアル=34.84円、1チリペソ=0.1815円、1コロンビアペソ=0.0389円、1ユーロ=135.76円、1英ポ

ンド=155.81円、1スイスフラン=115.75円、1スウェーデンクローナ=13.81円、1ノルウェークローネ=14.12円、1デンマーククロー

ネ=18.23円、1トルコリラ=29.22円、1チェココルナ=5.35円、1ハンガリーフォリント=0.4386円、1ポーランドズロチ=32.67円、1オース

トラリアドル=88.30円、1ニュージーランドドル=80.50円、1香港ドル=14.01円、1シンガポールドル=83.70円、1マレーシアリンギッ

ト=28.06円、1タイバーツ=3.47円、1フィリピンペソ=2.15円、1インドネシアルピア=0.0083円、1韓国ウォン=0.1031円、1新台湾ドル=3.75

円、1インドルピー=1.74円、1イスラエルシュケル=32.07円、1南アフリカランド=9.22円、1アラブディルハム=29.86円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 13,308,579,104   

 コール・ローン等 175,814,427   

 ＲＡＭ国内株式マザーファンド(評価額) 2,065,965,700   

 ＲＡＭ国内リートマザーファンド(評価額) 1,269,698,998   

 ＲＡＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 881,349,838   

 ＲＡＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 1,395,066,927   

 ＲＡＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 259,271,608   

 ＲＡＭ国内債券マザーファンド(評価額) 250,911,446   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 6,748,375,141   

 ＲＡＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 262,125,019   

(B) 負債 85,625,380   

 未払解約金 18,161,911   

 未払信託報酬 66,795,131   

 未払利息 476   

 その他未払費用 667,862   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,222,953,724   

 元本 11,920,851,499   

 次期繰越損益金 1,302,102,225   

(D) 受益権総口数 11,920,851,499口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,092円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は11,248,429,739円、期中追加設定元

本額は3,629,066,210円、期中一部解約元本額は2,956,644,450

円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.1092円です。 
 

○損益の状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      104,583   

 支払利息 △      104,583   

(B) 有価証券売買損益 987,786,938   

 売買益 1,143,792,511   

 売買損 △  156,005,573   

(C) 信託報酬等 △  128,189,044   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 859,493,311   

(E) 前期繰越損益金 164,564,444   

(F) 追加信託差損益金 278,044,470   

 (配当等相当額) (     79,977,977)  

 (売買損益相当額) (    198,066,493)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,302,102,225   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,302,102,225   

 追加信託差損益金 278,044,470   

 (配当等相当額) (     85,956,855)  

 (売買損益相当額) (    192,087,615)  

 分配準備積立金 1,024,057,755   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（213,100,180

円）、費用控除後の有価証券等損益額（646,393,131円）、信託約

款に規定する収益調整金（278,044,470円）および分配準備積立

金（164,564,444円）より分配対象収益は1,302,102,225円（１

万口当たり1,092円）ですが、当期に分配した金額はありません。
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○お知らせ 

・デリバティブ取引にかかる利用目的をより明確にするため、約款に所要の変更を行いました。（2017年10月

26日） 

・当ファンドが投資対象とする以下のマザーファンドは、デリバティブ取引にかかる利用目的をより明確に

するため、約款に所要の変更を行いました。（2017年９月22日） 

・ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

・ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

・ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

・ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

・ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

・ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

・ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

・ＲＡＭ先進国リ－トマザーファンド 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 
愛称：R246（成長型） 

 

 
第２期（決算日 2018年１月25日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託
証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長
期的な成長性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド ・シティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協

会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（成長型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

  

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2016年２月26日 10,000 － － － － － － 2,656 

１期(2017年１月25日) 10,940 0 9.4 50.1 2.2 9.6 37.1 4,579 
２期(2018年１月25日) 12,340 0 12.8 64.1 2.8 3.7 28.7 5,569 

 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2017年１月25日 10,940 － 50.1 2.2 9.6 37.1 

１月末 10,936 △ 0.0 50.4 1.8 9.7 36.6 
２月末 11,020 0.7 49.2 4.7 9.9 36.9 
３月末 10,961 0.2 53.6 3.5 5.9 38.0 
４月末 10,966 0.2 49.8 5.1 7.8 37.4 
５月末 11,101 1.5 50.6 3.7 7.9 37.4 
６月末 11,213 2.5 46.7 4.9 14.1 34.0 
７月末 11,289 3.2 52.1 4.0 14.1 29.1 
８月末 11,270 3.0 53.2 3.7 13.9 26.7 
９月末 11,525 5.3 53.4 4.1 13.9 28.3 
10月末 11,724 7.2 53.5 3.3 13.9 27.3 
11月末 11,856 8.4 56.4 3.6 7.8 30.3 
12月末 12,046 10.1 58.5 4.0 6.9 29.9 
(期  末)       

2018年１月25日 12,340 12.8 64.1 2.8 3.7 28.7 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○運用経過 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末10,940円から当期末12,340

円となり、1,400円の値上がりとなりました。特に先進国株式と国内株式が基準価額の主な値上がり要因とな

りました。 

投資対象とする８資産の当期間の値動きは、国内債券、先進国債券、国内株式、先進国株式、新興国株式、

新興国債券、先進国リートが上昇した一方、国内リートが下落しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

 

国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較してほぼ横ばいとなりました。北朝鮮情勢の緊迫化や仏大統領選挙に向けた

地政学リスクの高まりを背景に期の半ばにかけては国内長期金利は低下（債券価格は上昇）基調で推移しまし

た。期末にかけては、北朝鮮情勢の緊迫化により、国内長期金利は一時マイナス圏にまで低下する場面も見ら

れましたが、その後は世界的な株高や日銀の政策に対する不透明感の台頭から国内長期金利は前期末の水準

まで戻しました。 

 

先進国債券市況 

先進国金利は、前期末と比較して、米・独長期金利共に小幅上昇（債券価格は下落）となりました。期の前

半の各国金利は米トランプ政権の政策運営を見極めたいとの見方から一進一退で推移しました。期末にかけ

ては、スペインなどの地政学リスクが意識され、一時、米・独金利が低下する場面も見られましたが、米国で

は堅調な景気等を背景に利上げが継続されるとの思惑が生じた他、欧州では量的緩和縮小が開始されるとの

観測が台頭し、米欧ともに前期末よりも高い水準まで金利が上昇しました。 

 

新興国債券市況 

新興国金利は、前期末と比較して、多くの国で低下（債券価格は上昇）基調で推移しました。2016年末まで

に米トランプ政権の保護主義政策に対する警戒感を織り込んだ反動から、金利は期初より低下基調となりま

した。その後も仏大統領選を無難にこなしたことや、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による米国の利上げ

ペースが緩やかに進むとの観測が広がったこと等を背景に投資資金が流入し、新興国の金利は低位で推移し

ました。 

 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半はシリアや北朝鮮情勢の緊迫化、仏大統領選挙

に向けた地政学リスクの高まりを受けて下落する局面も見られましたが、仏大統領選挙でマクロン氏が勝利

し欧州の政治リスクが後退したことや好調な国内企業業績を背景に上昇に転じました。期の後半は、再度、北

朝鮮情勢の緊迫化で伸び悩む場面もありましたが、衆議院選挙での与党の勝利で政権運営と景気刺激継続へ

の安心感が広がった他、世界的な株価上昇基調を好感し、国内株式市場は上昇幅を拡大しました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は米トランプ政権の経済政策に対する期待や

仏大統領選挙でマクロン氏が勝利し欧州の政治リスクが後退したことなどを受けて上昇しました。期の後半

は、好調な企業業績や底堅い米国経済指標が続くなか、欧米中銀の金融引き締めに対する慎重な姿勢を好感し

たほか、米トランプ政権による減税政策への期待などを背景に先進国株式は上昇しました。 

  

投資環境 
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新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。2016年末までに米トランプ政権の保護主義政策に対す

る警戒感を織り込んだ反動から、期初より上昇して始まり、その後も中国経済指標が良好であったことや仏大

統領選を無難にこなしたことを受けて、中国をはじめ主な新興国株式市場は上昇基調を継続しました。期の後

半は、ＦＲＢによる利上げが緩やかに進むとの観測が広がったことや、好調な中国企業業績や原油価格の上昇

による資源国株式の上昇を背景に、新興国株式市場は上昇しました。 

 

国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して下落しました。期の前半は国内長期金利の上昇懸念から軟調に始まり

ました。その後も投資信託からの資金流出に伴う解約売りなどで需給の悪化が継続し、国内長期金利の上昇が

一服した後も下落基調となりました。期末にかけては、一部のリートで自己投資口取得の動きがみられたこと

や分配利回りから判断した割安感の買いから過度な需給不安が後退したことで持ち直し、国内リート市場は

下げ幅を縮小しました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期の前半は世界的な手掛かり材料難から、米国の

リート市場を中心に方向感のない動きとなりました。期の後半は米国では利上げが継続されるとの思惑から

金利が上昇し、米国リート市場の上値が重く推移した一方で、堅調な景気を背景に先進国リートに分類される

香港やシンガポールなどのアジアリート市場が牽引し、先進国リート市場は上昇しました。 

 

為替市況 

為替相場は、前期末と比較して円が米ドルに対して小幅に上昇、ユーロに対して下落しました。米ドルに対

しては、トランプ政権による税制改革への期待感などを背景に米ドル高になる場面もありましたが、北朝鮮な

どの地政学リスクを背景に、期初よりも円高のレンジで推移しました。 

ユーロに対しては、期の前半こそ、仏大統領選挙を控えて円高に振れる場面が見られましたが、６月にＥＣＢ

（欧州中央銀行）総裁の金融緩和縮小を示唆する発言をきっかけに欧州金利が上昇に転じてからは、円安基調

が継続しました。 

 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式・上場投資信託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含

む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な成長性を重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、りそな銀行の投資助言に基づき、以下のプロセスで資産配分比率を

決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスクを低減することを目的として、定量モ

デルに基づき決定しています。2017年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再

実施を行い、中長期的な目標リターンに応じた基本的資産配分の変更を実施しております。次回の見直しは

2018年３月頃を予定しています。 

当ファンドのポートフォリオ 
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市場環境への対応について、前期末時点の資産配分は国内株式と国内リートの魅力度引上げとしていまし

た。期中では、以下７回の資産配分の見直しを実施しました。 

１）2017年４月に、米景気の勢い鈍化を受け国内株式の魅力度を中立、２）同月、国内リート市場の需給悪

化を受け国内リートの魅力度を中立、３）６月に米欧の金融政策正常化への進展観測の高まりを受け、リスク

抑制を目的に国内債券の魅力度引上げ、国内株式と国内リートの魅力度引下げ、４）11月に日銀のＥＴＦ（上

場投資信託証券）買入れ枠消化、出遅れた投資家の買いを想定し、国内株式の魅力度を中立、それに応じて国

内債券の魅力度を中立、５）同月、日本株急騰後の循環物色により、需給改善が見込まれる国内リートの魅力

度を中立、６）12月に米国で成長促進的な税制改正法案が議会通過したことを受け先進国株式の魅力度引上

げ、それに応じて先進国債券の魅力度引下げ、７）2018年１月に国内企業業績の改善継続に加え、株価上昇の

勢いが強いと判断し国内株式の魅力度引上げ、それに応じて国内債券の魅力度引下げ。 

当期末時点の資産配分は、国内株式と先進国株式の魅力度引上げ、国内債券と先進国債券の魅力度引下げと

しています。 

魅力度を変更する資産の配分比率は、下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを

考慮して決定します。 

 

 
 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、シティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 
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ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。なお、為替

ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を実質的な主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ファンドの資産規模やＭＳＣＩエマージン

グ・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）との連動性を勘案し、設定時よりＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用した運用を行ってまいりましたが、ファンドの資産規模拡大に伴い2017年７月より、ベンチマーク構成

銘柄への直接投資を開始し、ファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね一致さ

せたポートフォリオを構築しました。実質的な株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。なお、為替

ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2017年１月26日～ 
2018年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,339  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。各マザーファンド受益証券への投資

比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（３ヵ月円ＬＩＢＯＲ）＋６％（年率、信

託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全体の下方リスク水準の低減を

目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用期間中も変更します。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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各マザーファンド受益証券への投資比率は、りそな銀行の投資助言に基づき、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2018年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 
引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ

総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 
引き続き、主としてシティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債

券に投資し、シティ世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して
運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 
引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド
（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）
を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 
引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 
引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資
成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 
引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す
る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 
引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 
引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算
ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り
予約）は行いません。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 135  1.188  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 65)  (0.572)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 65)  (0.572)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.043)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 10   0.091   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.048)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  4)  (0.036)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  1)  (0.007)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 4   0.032   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.024)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.008)   

（d） そ の 他 費 用 16   0.138   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 14)  (0.127)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.011)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、ファンドの運営管理にかかる費用等 

 合 計 165   1.449    

期中の平均基準価額は、11,325円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○売買及び取引の状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＡＭ国内株式マザーファンド 922,416 1,056,000 691,422 725,000 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 538,415 560,500 690,840 734,000 
ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 681,305 790,000 527,530 572,000 
ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 151,754 189,000 159,072 213,000 
ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 486,809 490,000 239,166 244,000 
ＲＡＭ国内債券マザーファンド 492,772 509,000 740,861 765,000 
ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 95,560 92,000 78,364 75,000 
ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 61,612 70,100 59,275 66,400 

 
 
 

○株式売買比率 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＡＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＡＭ新興国株式 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 15,519,279千円 8,587,987千円 2,520,927千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,575,329千円 5,338,588千円 2,457,535千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.80   1.60   1.02   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

 

＜ＲＡＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 36 － 44 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2018年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 1,080,039 1,311,033 1,651,508 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 1,013,619 861,194 950,758 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 1,301,528 1,455,302 1,824,804 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 176,700 169,382 256,191 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 276,045 523,688 534,424 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 349,177 101,088 104,403 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 88,274 105,470 103,962 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 85,930 88,268 104,579 
 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○投資信託財産の構成 (2018年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＡＭ国内株式マザーファンド 1,651,508 29.5 

ＲＡＭ国内リートマザーファンド 950,758 17.0 

ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 1,824,804 32.6 

ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 256,191 4.6 

ＲＡＭ先進国リートマザーファンド 534,424 9.5 

ＲＡＭ国内債券マザーファンド 104,403 1.9 

ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 103,962 1.9 

ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 104,579 1.9 

コール・ローン等、その他 68,295 1.1 

投資信託財産総額 5,598,924 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＡＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（11,636,119千円）の投資信託財産総額（12,168,615千円）

に対する比率は95.6％です。 

（注） ＲＡＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,140,944千円）の投資信託財産総額（3,145,282千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＡＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（7,016,772千円）の投資信託財産総額（7,095,562千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） ＲＡＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（17,971,728千円）の投資信託財産総額（18,120,478千円）

に対する比率は99.2％です。 

（注） ＲＡＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（1,674,746千円）の投資信託財産総額（1,684,210千円）に

対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=109.50円、1カナダドル=88.72

円、1メキシコペソ=5.91円、1ブラジルレアル=34.84円、1チリペソ=0.1815円、1コロンビアペソ=0.0389円、1ユーロ=135.76円、1英ポ

ンド=155.81円、1スイスフラン=115.75円、1スウェーデンクローナ=13.81円、1ノルウェークローネ=14.12円、1デンマーククロー

ネ=18.23円、1トルコリラ=29.22円、1チェココルナ=5.35円、1ハンガリーフォリント=0.4386円、1ポーランドズロチ=32.67円、1オース

トラリアドル=88.30円、1ニュージーランドドル=80.50円、1香港ドル=14.01円、1シンガポールドル=83.70円、1マレーシアリンギッ

ト=28.06円、1タイバーツ=3.47円、1フィリピンペソ=2.15円、1インドネシアルピア=0.0083円、1韓国ウォン=0.1031円、1新台湾ドル=3.75

円、1インドルピー=1.74円、1イスラエルシュケル=32.07円、1南アフリカランド=9.22円、1アラブディルハム=29.86円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,598,924,420   

 コール・ローン等 68,290,776   

 ＲＡＭ国内株式マザーファンド(評価額) 1,651,508,872   

 ＲＡＭ国内リートマザーファンド(評価額) 950,758,767   

 ＲＡＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 1,824,804,361   

 ＲＡＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 256,191,226   

 ＲＡＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 534,424,307   

 ＲＡＭ国内債券マザーファンド(評価額) 104,403,874   

 ＲＡＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 103,962,280   

 ＲＡＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 104,579,957   

(B) 負債 29,386,068   

 未払解約金 1,154,725   

 未払信託報酬 27,976,897   

 未払利息 185   

 その他未払費用 254,261   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,569,538,352   

 元本 4,513,525,551   

 次期繰越損益金 1,056,012,801   

(D) 受益権総口数 4,513,525,551口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,340円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は4,185,609,282円、期中追加設定元

本額は2,050,607,361円、期中一部解約元本額は1,722,691,092

円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.2340円です。 
 

○損益の状況 (2017年１月26日～2018年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       40,689   

 支払利息 △       40,689   

(B) 有価証券売買損益 569,416,613   

 売買益 653,049,756   

 売買損 △   83,633,143   

(C) 信託報酬等 △   53,745,749   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 515,630,175   

(E) 前期繰越損益金 205,840,174   

(F) 追加信託差損益金 334,542,452   

 (配当等相当額) (    149,311,975)  

 (売買損益相当額) (    185,230,477)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,056,012,801   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,056,012,801   

 追加信託差損益金 334,542,452   

 (配当等相当額) (    153,289,670)  

 (売買損益相当額) (    181,252,782)  

 分配準備積立金 721,470,349   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（97,408,375円）、

費用控除後の有価証券等損益額（418,221,800円）、信託約款に

規定する収益調整金（334,542,452円）および分配準備積立金

（205,840,174円）より分配対象収益は1,056,012,801円（１万口

当たり2,339円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○お知らせ 

・デリバティブ取引にかかる利用目的をより明確にするため、約款に所要の変更を行いました。（2017年10月

26日） 

・当ファンドが投資対象とする以下のマザーファンドは、デリバティブ取引にかかる利用目的をより明確に

するため、約款に所要の変更を行いました。（2017年９月22日） 

・ＲＡＭ国内債券マザーファンド 

・ＲＡＭ先進国債券マザーファンド 

・ＲＡＭ新興国債券マザーファンド 

・ＲＡＭ国内株式マザーファンド 

・ＲＡＭ先進国株式マザーファンド 

・ＲＡＭ新興国株式マザーファンド 

・ＲＡＭ国内リートマザーファンド 

・ＲＡＭ先進国リ－トマザーファンド 
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